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ＲＲＲＲＯＯＯＯＭＭＭＭイイイインンンンササササーーーーキキキキッッッットトトトエエエエミミミミュュュュレレレレーーーータタタタ

MDX700 のののの紹紹紹紹介介介介

本書は、ＭＤＸ７００がもつ機能、使用できるターゲット システム、
基本操作といった 3部構成になっております。

ご購入をご検討されている方、またご使用の初期段階に
ＭＤＸ７００とはどのような製品なのかを

ご理解いただくために、少しでもお役に立てればと思います。

MDX700 ご使用上のお願い

l 本体に接続するケーブル類は、添付される標準のものをご使用下さい。
 改造等による標準以外のものをご使用になられた場合の故障等に関しましては
 保証いたしかねます。

l 本体に強い衝撃を与えたり、投げつけたりしないで下さい。
 破壊や機器の故障の原因となります。

l 湿気やほこりの多いところ、高温となるところでのご使用、保管は避けて下さい。

l ノイズの多いところでのご使用は避けて下さい。

l 分解、改造はしないで下さい。
 改造等による事故や故障に関しましては保証いたしかねます。

ご注意

l 本製品を運用した結果の影響については、いかなる責任も負いません。

l 本製品の仕様および本書の内容は予告なく変更することがあります。

l 本書に掲載されている製品名や会社名等の固有名詞は、各社の商標または
 登録商標です。

製作・著作： 株式会社ライトウェル ザックス部

製作年月： １９９８年３月
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本本本本書書書書のののの読読読読みみみみ方方方方

本書は、組込み開発者がＭＤＸ７００をご理解いただけるよう、広範囲にわたり説明して
おります。
状況に応じ、以下に掲示します事項を中心にご覧いただき、参考にしていただければと思い
ます。
もちろん全てを通してご覧いただければ、尚一層ご理解を深めていただけます。
また、ＭＤＸ７００ではＰＣ版とＷＳ版が用意されておりますが、本書ではＰＣ版についての
説明を主としました。ＷＳ版の詳細については別途お問合わせ下さい。

ごごごご購購購購入入入入をををを検検検検討討討討さささされれれれてててていいいいるるるる方方方方

１． ＭＤＸ７００でどんな事ができるの？
２． ＭＤＸ７００が使用できるターゲットは？

初初初初めめめめててててごごごご使使使使用用用用ににににななななるるるる方方方方

３． ＭＤＸ７００を使用してみる！

ううううままままくくくく動動動動かかかかなななないいいいとととといいいいうううう方方方方

３-8. エラー メッセージとトラブルシューティング
※ＭＤＸ７００ご使用時には User’s Manual もご併用下さい。

シシシシンンンンボボボボルルルルのののの説説説説明明明明

本書では、次のシンボルを使用します。
本文中にこれらのシンボルがある場合、その環境に限定した説明であることを表します。

Parallel  MDX700 のインターフェース(I/F)がパラレル インターフェース仕様

Ethernet  MDX700 のＩ／Ｆがイーサネット インターフェース仕様

PC/AT ホスト マシンが PC/AT、または互換機（DOS/V 機含む）

PC-98 ホスト マシンが PC-98

SPARC ホスト マシンが SPARCstation

MIPS CPU が MIPS ファミリ

V800 CPU が V800 シリーズ ( V830 、 V850 、 V850E を含む)

V830 CPU が V830 ファミリ

V850 CPU が V850 ファミリ

V850E CPU が V850E ファミリ

SH CPU が SuperH RISC engine ファミリ ( SH-1 、 SH-2 、 SH-3 の全て)

SH-1 CPU が SH7030 シリーズまたは SH7020 シリーズ

SH-2 CPU が SH7600 シリーズ

SH-3 CPU が SH7700 シリーズ

PowerPC CPU が PowerPC ファミリ

68000 CPU が 68000 ファミリ
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１１１１. . . . ＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００でででで
                            どどどどんんんんなななな事事事事ががががででででききききるるるるのののの？？？？

    ＭＤＸ７００の機能や動作原理などその基本的な
    仕様について説明します。
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１１１１----１１１１. . . . ＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００のののの機機機機能能能能

ままままずずずずＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００のののの概概概概要要要要ににににつつつついいいいてててて説説説説明明明明ししししまままますすすす。。。。

ＭＤＸ７００は、ＲＯＭソケットまたは同等のコネクタへインサーキットする
 タイプの組込みソフトウェア開発支援ツールです。よってＣＰＵの形状やその
 種類に依存しません。

これまでＣＰＵ毎に必要とされたエミュレータ本体が、ＭＤＸ７００では１台で
 様々な ＣＰＵに対応できます。 (ＣＰＵに対応したソフトウェアのみ変更が必要)
 また、昨今のＣＰＵ周波数の高速化によるエミュレータのリアルタイム性や透過性と
 いった 問題点も気にすることなくデバッグを進められます。

ターゲットシステム上に、ＲＯＭ化されたプログラムを載せているのと同じ環境で、
ソフトウェアの開発を支援するツール、それがＭＤＸ７００です。

    ＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００でででで実実実実現現現現ででででききききるるるる機機機機能能能能    （ホスト マシン上で動作するデバッガで実現）

・・・・    ROM 領域の参照、変更

・・・・    RAM 領域の参照、変更

・・・・    I/O、CPU 内部レジスタの参照、変更

・・・・    リアルタイムエミュレーション

・・・・    ステップ実行

・・・・    ブレークポイントの設定

・・・・    C 言語及びアセンブリ言語のソースを使用したデバッグ

    (別途 MULTI などの高級言語デバッガが必要)

そそそそのののの機機機機能能能能をををを実実実実現現現現すすすするるるる為為為為にににに、、、、
特特特特別別別別なななな信信信信号号号号ををををＲＲＲＲＯＯＯＯＭＭＭＭにににに接接接接続続続続ししししなななないいいいととととダダダダメメメメななななのののの？？？？

そそそそのののの必必必必要要要要ははははあああありりりりまままませせせせんんんん。。。。

ＭＤＸ７００は、ターゲットシステムとの接続はＲＯＭソケットのみで、本体内の
 エミュレーションメモリでその代行をし、デバッグを行います。

ＭＤＸ７００使用時、ROM 及びＲＡＭ領域の 1部を使用してモニタ プログラムを
 動作させます。これにより ROM だけではなく、RAM や I/O、CPU 内部レジスタ等の
 参照や変更を可能にします。
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１１１１----２２２２....モモモモニニニニタタタタ    ププププロロロロググググララララムムムム

ととととこここころろろろででででモモモモニニニニタタタタ    ププププロロロロググググララララムムムムっっっってててて何何何何？？？？

そそそそれれれれでででではははは、、、、モモモモニニニニタタタタ    ププププロロロロググググララララムムムムににににつつつついいいいてててて説説説説明明明明ししししまままますすすす。。。。
モニタプログラムは、ＭＤＸ７００と接続したターゲット システムを動作させる
 際に、ターゲット ＣＰＵ上で最初に動作する管理プログラムです。

モニタ プログラムは、デバッガからの機能要求を受け取り、それを実行し結果を
デバッガに返す、という処理を繰り返しています。

ＲＯＭ領域へのアクセスはデバッガが行ないますが、ＲＡＭ領域へのアクセスや
ユーザ プログラムの実行は、モニタ プログラムが行ないます。

モニタ プログラムとユーザ プログラムは、同じターゲット システム上で動作する
 ため、ＣＰＵ資源（メモリや例外ベクタ等）との競合をおこさないような工夫が
 必要になります。

通常はユーザ プログラムが使用しない領域に、モニタ プログラムを配置するように
環境設定をします。

そそそそううううすすすするるるるとととと    モモモモニニニニタタタタ    ププププロロロロググググララララムムムムははははデデデデババババッッッッググググすすすするるるるププププロロロロググググララララムムムムとととと
リリリリンンンンククククししししなななないいいいとととといいいいけけけけなななないいいいのののの？？？？

そそそそのののの必必必必要要要要ははははあああありりりりまままませせせせんんんん。。。。
モニタ プログラムはＭＤＸ７００を使用する時のみターゲット システム上へ
 常駐します。
後述するコンフィグレーション ファイルで常駐するアドレスを指定できます。
但し、モニタ プログラムが使用できるスペースがメモリ上に必要となります。

l ＲＯＭ領域 ８Ｋ ～ １６Ｋ Byte
l ＲＡＭ領域 ４Ｋ Byte

モニタ プログラムは、次の機能要求を実行します。

モモモモニニニニタタタタ    ププププロロロロググググララララムムムムのののの機機機機能能能能

l ＲＡＭの読み出し

l ＲＡＭの書き込み

l ユーザ プログラムの実行

l ユーザ プログラムのステップ実行 68000 PowerPC

l 次の PC の計算 MIPS SH V800

 デバッガは、これらの機能要求を、必要に応じてモニタ プログラムへ送信します。
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モモモモニニニニタタタタ    ププププロロロロググググララララムムムムはははは添添添添付付付付さささされれれれるるるるのののの？？？？

ははははいいいい。。。。ソソソソーーーースススス    フフフファァァァイイイイルルルル((((ｱｾﾝﾌﾞリ言語で記述ｱｾﾝﾌﾞリ言語で記述ｱｾﾝﾌﾞリ言語で記述ｱｾﾝﾌﾞリ言語で記述))))もももも添添添添付付付付さささされれれれまままますすすす。。。。

通常モニタ プログラムは添付の実行可能形式ファイルをそのまま使用しますが、
 モニタ プログラムの変更を必要とする場合があります。

モモモモニニニニタタタタ    ププププロロロロググググララララムムムムのののの変変変変更更更更がががが必必必必要要要要ななななタタタターーーーゲゲゲゲッッッットトトト    シシシシスススステテテテムムムム

 ● ＤＲＡＭコントローラなどを初期化しないと、ＲＡＭへのアクセスができない

    ● ＣＰＵの内部レジスタなどを初期化しないと、ＲＡＭへのアクセスができない

※ ここでの RAM はモニタ プログラムが使用する領域を指します。

このような場合は、以下のように RAM へのアクセスができるよう、初期化コードを
モニタ プログラムに追加して下さい。

1. モニタ プログラムのソース ファイルをエディタで開きます。

2. ソース ファイルの後方にある、USER_INIT ラベルの位置に、
 アセンブリ言語で初期化コードを入力します。

3. エディタを終了します。

4. ソース ファイルを前方のコメントを参考にアセンブルし、実行ファイルを
  作成します。

※ モニタ プログラムを変更する前には、必ずバックアップを作成して下さい。

モモモモニニニニタタタタ    ププププロロロロググググララララムムムムががががロロロローーーードドドドさささされれれれるるるるアアアアドドドドレレレレススススははははココココンンンンフフフフィィィィググググレレレレーーーーシシシショョョョンンンンフフフファァァァイイイイルルルルのののの

指指指指定定定定にににによよよよりりりり自自自自動動動動的的的的にににに変変変変わわわわりりりりまままますすすす。。。。
従従従従っっっってててて初初初初期期期期化化化化ココココーーーードドドドもももも再再再再配配配配置置置置可可可可能能能能ななななココココーーーードドドドでででで記記記記述述述述ししししてててて下下下下ささささいいいい。。。。

※ 詳しくは MDX700 User’s Manual をご参照下さい。

ソース ファイルの変更以外に初期化コードを追加するには、コンフィグレーション
ファイルへ機械語で追加する方法があります。(後述３-4.項を参照下さい)

ふふふふ～～～～んんんん。。。。他他他他にににに気気気気ををををつつつつけけけけなななないいいいとととといいいいけけけけなななないいいい事事事事ははははなななないいいいのののの？？？？

あああありりりりまままますすすす。。。。

モニタ プログラムとユーザ プログラムが使用するメモリ領域が競合しないように
して下さい。
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具具具具体体体体的的的的ににににはははは次次次次のののの点点点点ににににななななりりりりまままますすすす。。。。

 ● コンフィグレーション ファイルで指定するモニタ プログラムが常駐する
  領域をユーザ プログラムが使用しないこと。

● モニタ プログラムの例外ベクタ領域を、ユーザ プログラムで使用しないこと。

   (詳しくは、MDX700 User’s Guide 参照下さい)

モニタ プログラムの
使用メモリ

ユーザ プログラムの
使用メモリ

モニタ プログラムの
例外ベクタ

競合?
ユーザ プログラムの

例外ベクタ

WORKROM→ 競合?
ユーザ プログラム

モニタ プログラム

ユユユユーーーーザザザザププププロロロロググググララララムムムムととととモモモモニニニニタタタタププププロロロロググググララララムムムムがががが競競競競合合合合ししししてててていいいいるるるる場場場場合合合合はははは、、、、ユユユユーーーーザザザザププププロロロロググググララララムムムム
ののののロロロローーーードドドド    アアアアドドドドレレレレススススををををモモモモニニニニタタタタププププロロロロググググララララムムムムとととと競競競競合合合合ししししなななないいいい位位位位置置置置へへへへ移移移移動動動動ししししてててて下下下下ささささいいいい。。。。

例外ベクタのみが競合している場合は、デバッガのコマンドで競合を回避できる場合
 があります。ユーザ プログラムをダウンロードした後、Iコマンドを実行すると、
 モニタプログラムの例外ベクタが再ロードされます。

MIPS SH-3 の場合、複数の例外がひとつの例外ベクタを使用しているため、

 どうしても例外ベクタが競合します。これらのＣＰＵを使用する場合は、ＮＭＩと
 不当命令で使用する例外ベクタの先頭に、次の処理を追加して下さい。

上記の処理はブレークポイントのための不当命令と、強制ブレークのためのＮＭＩが
発生した場合のみ、モニタ プログラムへジャンプさせるための処理です。
 これらの処理を追加できるように、モニタ プログラムの例外ベクタは二つの分岐
 命令で構成されています。

リリリリアアアアルルルルタタタタイイイイムムムム OOOOSSSS 等等等等をををを使使使使用用用用すすすするるるる時時時時はははは注注注注意意意意がががが必必必必要要要要だだだだねねねね。。。。

例外発生

SH 例外ベクタの先頭アドレス+0xF0 番地へジャンプする

MIPS 例外ベクタの先頭アドレス+0x70 番地へジャンプする

YES

NMI or 不当命令?

NO

通常の例外処理
を行なう
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１１１１----３３３３.MDX70.MDX70.MDX70.MDX700000 のののの動動動動作作作作原原原原理理理理

ででででははははここここここここでででで MDX70MDX70MDX70MDX700000 のののの動動動動作作作作原原原原理理理理ににににつつつついいいいてててて説説説説明明明明ししししまままますすすす。。。。

デデデデババババッッッッガガガガ起起起起動動動動時時時時のののの内内内内部部部部動動動動作作作作

1. コンフィグレーション ファイルを読み込みます。

2. コンフィグレーション ファイルの WORKROMで指定されたアドレスへ、モニタ
 プログラムとコンフィグレーション ファイルの内容をダウンロードします。

3. コンフィグレーション ファイルの RESETVECTORで指定されたアドレスへ、
 モニタ プログラムをリセット スタートさせるための、リセットベクタを
 ダウンロードします。

4. ＲＥＳＥＴ信号を出力します。ＲＥＳＥＴ信号をターゲット システムに
 接続している場合は、モニタプログラムがリセットスタートし、モニタ
 プログラムとの通信を開始します。

5. モニタプログラムから例外発生時のアドレスを取得します。

6. 例外発生時のアドレスから例外ベクタを作成します。

7. 例外ベクタをターゲット システムへダウンロードします。

上記の内部動作により、コンフィグレーション ファイルの WORKROMの変更だけで
モニタプログラムは移動できます。また、モニタ プログラムのソース ファイルの
 中に例外ベクタを記述しないですみます。

ブブブブレレレレーーーーククククポポポポイイイインンンントトトト機機機機能能能能

ブレークポイント機能は、ＣＰＵの不当命令例外を利用して実現しています。
ブレークポイントが設定されたアドレスの命令は、ユーザ プログラム実行直前に、
不当命令に置き換えられ、ユーザプログラムがブレークした後、自動的に元の命令に
戻されます。

ブレークポイントに使用している不当命令は、次のとおりです。

l 0x4AFC 68000

l 0x0000000D MIPS

l 0x00000000 PowerPC

l 0xF00F SH

l 0x7C7C V830

l 0xFFFFFFFF V850

l 0xF840 V850E

l 0x5858 V830 V850 V850E 以外の V800
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スススステテテテッッッッププププ実実実実行行行行機機機機能能能能

68000 PowerPC の場合、ステップ実行機能はＣＰＵのトレース例外を利用して

 実現しています。

MIPS SH V800 のＣＰＵの場合、ブレークポイントと同様に不当命令を利用して

 実現しています。

詳しくは命令実行後のＰＣを計算、その位置にブレークポイント(不当命令)を設定し、
ユーザ プログラムを実行します。

強強強強制制制制ブブブブレレレレーーーークククク機機機機能能能能

強制ブレーク機能は、次の例外を使用して実現しています。

l レベル７割り込み 68000

l コンフィグレーションファイルの ABORTVECTORで指定された例外

 PowerPC

l ＮＭＩ例外 MIPS SH V800

デバッガから実行中のユーザプログラムを停止させる操作を行った場合、デバッガは
外部トリガ ケーブルのＮＭＩ信号を出力します。これにより、ユーザ プログラムが
 停止します。

ななななるるるるほほほほどどどどねねねね。。。。    MDX70MDX70MDX70MDX700000 がががが ROROROROMMMM イイイインンンンササササーーーーキキキキッッッットトトトだだだだけけけけでででで様様様様々々々々なななな
機機機機能能能能をををを実実実実現現現現ででででききききるるるるののののにににに必必必必要要要要ななななののののががががモモモモニニニニタタタタ    ププププロロロロググググララララムムムムななななんんんんだだだだ。。。。
ででででももももモモモモニニニニタタタタ    ププププロロロロググググララララムムムムははははユユユユーーーーザザザザ領領領領域域域域でででで動動動動作作作作すすすするるるるかかかからららら、、、、
ユユユユーーーーザザザザ    ププププロロロロググググララララムムムムととととのののの共共共共存存存存ににににつつつついいいいてててて考考考考慮慮慮慮ししししなななないいいいとととといいいいけけけけなななないいいいんんんんだだだだねねねね。。。。

そそそそううううななななんんんんでででですすすす。。。。特特特特ににににモモモモニニニニタタタタ    ププププロロロロググググララララムムムムがががが使使使使用用用用ででででききききるるるる領領領領域域域域やややや例例例例外外外外ベベベベククククタタタタのののの

使使使使用用用用にににに関関関関ししししててててははははよよよよくくくく確確確確認認認認ししししてててて下下下下ささささいいいい。。。。
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２２２２. . . . ＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００がががが
                            使使使使用用用用ででででききききるるるるタタタターーーーゲゲゲゲッッッットトトトはははは？？？？

   対応ＣＰＵやターゲットの制限事項などについて
   説明します。
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２２２２----１１１１....対対対対応応応応 CPUCPUCPUCPU、、、、ROMROMROMROM

対対対対応応応応 CPUCPUCPUCPU

V800 シリーズ、SuperH RISC engine ファミリ、MＩＰＳファミリ、

PowerPC ファミリ、68K ファミリ

※ MIPS、SH においてはリトルエンディアンにも対応
※ 上記以外のＣＰＵをお考えの方は、別途ご相談下さい。

対対対対応応応応 ROMROMROMROM

27256、27512、27010、27020、27040、271000、27C4000、27C8000

271024、274096、29F040、28F400

※ 上記以外のＲＯＭをお考えの方は、別途ご相談下さい。
※ また、MDX700 専用コネクタをターゲット システムへ実装される場合は、
 技術フォロー致しますので、ご相談下さい。

ROM バス幅：8bit、16bit、32bit に標準対応。

   64bit は MDX700 を 2 台使用で対応可能。 Parallel

ROM アクセスタイム：CS から７５ nsec、ＯＥから５０ nsec

２２２２----２２２２.Flas.Flas.Flas.Flashhhh メメメメモモモモリリリリをををを ROROROROMMMM ととととししししてててて使使使使用用用用すすすするるるる

ＦＦＦＦｌｌｌｌａａａａｓｓｓｓｈｈｈｈメメメメモモモモリリリリをををを ROROROROMMMM ととととししししてててて使使使使用用用用ししししたたたたいいいいんんんんだだだだけけけけどどどど．．．．．．．．．．．．

変変変変換換換換アアアアダダダダププププタタタタをををを使使使使用用用用ししししてててていいいいたたたただだだだくくくくかかかかＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００専専専専用用用用ココココネネネネククククタタタタをををを
タタタターーーーゲゲゲゲッッッットトトト    シシシシスススステテテテムムムムにににに実実実実装装装装ししししてててて下下下下ささささいいいい。。。。

Ｆｌａｓｈメモリは表面実装タイプなのでそのままではＲＯＭプローブを
 インサーキットできません。従って同容量のＤＩＰタイプの EPROM と同様の信号線の
 配置になるようなＲＯＭソケットをご用意下さい。

もしくはＭＤＸ７００専用のコネクタをターゲット システム上に実装して下さい。

ＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００専専専専用用用用ココココネネネネククククタタタタははははどどどどののののよよよよううううにににに実実実実装装装装すすすするるるるのののの？？？？
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ＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００専専専専用用用用ココココネネネネククククタタタタのののの実実実実装装装装方方方方法法法法ににににつつつついいいいてててて説説説説明明明明ししししまままますすすす。。。。

下図の ROM プローブが直接ターゲット システムへインサーキットできるように
コネクタを実装して下さい。

ピピピピンンンン    アアアアササササイイイインンンンとととと使使使使用用用用ココココネネネネククククタタタタはははは下下下下記記記記のののの通通通通りりりりでででですすすす。。。。

また、Flash メモリと両方実装される場合は、スイッチなどでＣＳ信号やＯＥ信号の
 接続を切り替えられるようにして下さい。

※ ((((重重重重要要要要))))使使使使用用用用ししししなななないいいいアアアアドドドドレレレレスススス    ピピピピンンンンはははは OPEOPEOPEOPENNNN ににににししししてててておおおおいいいいてててて下下下下ささささいいいい。。。。
※ ROMCODE については次ページをご覧下さい。

      RC28AD/RC28D                           RC32AD/RC32D
       (ヒロセ HIF6A-40PA-1.27DSA)            (ヒロセ HIF6A-52PA-1.27DSA)

DATA00 A01 B01 ROMCODE0 DATA00 A01 B01 ROMCODE0
GND A02 B02 ROMCODE1 GND A02 B02 ROMCODE1

DATA01 A03 B03 ROMCODE2 DATA01 A03 B03 ROMCODE2
GND A04 B04 ROMCODE3 GND A04 B04 ROMCODE3

DATA02 A05 B05 ADDR00 DATA02 A05 B05 ADDR00
GND A06 B06 ADDR01 GND A06 B06 ADDR01

DATA03 A07 B07 ADDR02 DATA03 A07 B07 ADDR02
GND A08 B08 ADDR03 GND A08 B08 ADDR03

DATA04 A09 B09 ADDR04 DATA04 A09 B09 ADDR04
GND A10 B10 ADDR05 GND A10 B10 ADDR05

DATA05 A11 B11 ADDR06 DATA05 A11 B11 ADDR06
GND A12 B12 ADDR07 GND A12 B12 ADDR07

DATA06 A13 B13 ADDR08 DATA06 A13 B13 ADDR08
GND A14 B14 ADDR09 GND A14 B14 ADDR09

DATA07 A15 B15 ADDR10 DATA07 A15 B15 ADDR10
GND A16 B16 ADDR11 GND A16 B16 ADDR11
CE* A17 B17 ADDR12 CE* A17 B17 ADDR12
GND A18 B18 ADDR13 GND A18 B18 ADDR13
OE* A19 B19 ADDR14 OE* A19 B19 ADDR14
GND A20 B20 ADDR15 GND A20 B20 ADDR15

OPEN A21 B21 ADDR16
OPEN A22 B22 ADDR17
OPEN A23 B23 ADDR18
OPEN A24 B24 ADDR19
OPEN A25 B25 ADDR20
OPEN A26 B26 ADDR21

ROMソケット

ROMプローブ

このコネクタをターゲット システムへ
実装して下さい。
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       RC40AD/RC40D
  (ヒロセ HIF6A-68PA-1.27DSA)
ROMCODE0 A01 B01 DATA00
ROMCODE1 A02 B02 GND
ROMCODE2 A03 B03 DATA01
ROMCODE3 A04 B04 GND
ADDR00 A05 B05 DATA02
ADDR01 A06 B06 GND
ADDR02 A07 B07 DATA03
ADDR03 A08 B08 GND
ADDR04 A09 B09 DATA04
ADDR05 A10 B10 GND
ADDR06 A11 B11 DATA05
ADDR07 A12 B12 GND
ADDR08 A13 B13 DATA06
ADDR09 A14 B14 GND
ADDR10 A15 B15 DATA07 0:GND 短絡
ADDR11 A16 B16 GND 1:開放
ADDR12 A17 B17 CEL*
ADDR13 A18 B18 GND

ROMCODE
3  2  1  0

ROM プローブ

ADDR14 A19 B19 OEL* 0  0  0  0  32K x 8bit
ADDR15 A20 B20 GND 0  0  0  1  64K x 8bit
ADDR16 A21 B21 DATA08 0  0  1  0 128K x 8bit
ADDR17 A22 B22 GND 0  0  1  1 256K x 8bit
ADDR18 A23 B23 DATA09 0  1  0  0 512K x 8bit
ADDR19 A24 B24 GND 0  1  0  1 (1024K x 8bit)
ADDR20 A25 B25 DATA10 0  1  1  0 (2048K x 8bit)
ADDR21 A26 B26 GND 0  1  1  1 (4096K x 8bit)
OPEN A27 B27 DATA11 1  0  0  0
OPEN A28 B28 GND 1  0  0  1  64K x 16bit

DATA15 A29 B29 DATA12 1  0  1  0 128K x 16bit
GND A30 B30 GND 1  0  1  1 256K x 16bit
CEU* A31 B31 DATA13 1  1  0  0 512K x 16bit
GND A32 B32 GND 1  1  0  1 (1024K x

16bit)
OEU* A33 B33 DATA14 1  1  1  0 (2048K x

16bit)
GND A34 B34 GND 1  1  1  1

     ( )内は、MDX700 専用ｺﾈｸﾀ実装時ｻﾎﾟｰﾄ

このコネクタを実装した時の回路図をサンプルとしてご参照ください。

（MC 設計サンプル.PDF）
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２２２２----３３３３....デデデデーーーータタタタ    アアアアククククセセセセススススののののタタタタイイイイミミミミンンンンググググ

デデデデーーーータタタタ    アアアアククククセセセセススススののののタタタタイイイイミミミミンンンンググググはははは？？？？

下下下下図図図図をををを参参参参照照照照下下下下ささささいいいい。。。。

min max

tASU 0 CS assert to address valid

tCE 75n sec CS access time

tOE 50n sec OE access time

tOH 10n sec output hold time

tDF 40n sec output floating time

ここここれれれれははははタタタターーーーゲゲゲゲッッッットトトト    シシシシスススステテテテムムムムをををを設設設設計計計計すすすするるるる時時時時ににににハハハハーーーードドドドウウウウェェェェアアアアのののの
エエエエンンンンジジジジニニニニアアアアとととと良良良良くくくく話話話話しししし合合合合わわわわなななないいいいとととといいいいけけけけなななないいいいねねねね。。。。
そそそそのののの時時時時っっっっててててフフフフォォォォロロロローーーーははははししししててててくくくくれれれれるるるるのののの？？？？

ははははいいいい。。。。いいいいつつつつででででももももササササポポポポーーーートトトトググググルルルルーーーーププププかかかか担担担担当当当当営営営営業業業業ままままででででおおおお知知知知ららららせせせせ下下下下ささささいいいい。。。。

Address

___
CS

___
OE

Data

tASU

tOE

tCE

tDF

tOH
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P1

P0

P3

ADRS
P2

２２２２----４４４４.MDX003 (.MDX003 (.MDX003 (.MDX003 (５５５５    - - - - ３３３３ＶＶＶＶ    Level Converter)Level Converter)Level Converter)Level Converter)

タタタターーーーゲゲゲゲッッッットトトト    シシシシスススステテテテムムムムのののの ROROROROMMMM 周周周周辺辺辺辺回回回回路路路路がががが３３３３....３３３３ VVVV 仕仕仕仕様様様様

ななななんんんんだだだだけけけけどどどど    そそそそののののまままままままま使使使使ええええるるるるのののの？？？？

ＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００内内内内部部部部はははは５５５５ＶＶＶＶ仕仕仕仕様様様様ととととななななっっっってててておおおおりりりりまままますすすす。。。。

ＲＯＭ周辺回路が３Ｖ仕様の場合は、ＭＤＸ７００とターゲット システムの間に
電圧変換アダプタＭＤＸ００３を接続して下さい。

ｍａｘ min

ＶIH 2.0

ＶIL 0.8

ＶOH 2.4

ＶOL 0.4

ＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ００００００００３３３３（（（（5555----3VLevel Converter3VLevel Converter3VLevel Converter3VLevel Converter））））

ここここののののＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ００００００００３３３３ははははＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００にににに添添添添付付付付さささされれれれてててていいいいるるるるのののの？？？？

いいいいええええ。。。。別別別別途途途途オオオオププププシシシショョョョンンンンににににててててごごごご購購購購入入入入いいいいたたたただだだだききききまままますすすす。。。。
定価￥９８，０００ でＭＤＸ７００ １台にＭＤＸ００３が１台必要となります。

MDX700
ホスト マシン

ROM

ROM ケーブルMDX003MDX003MDX003MDX003
I/F ケーブル

外部トリガ ケーブル
ターゲット システ
ム
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２２２２----５５５５....制制制制限限限限事事事事項項項項とととと注注注注意意意意事事事事項項項項

タタタターーーーゲゲゲゲッッッットトトト    シシシシスススステテテテムムムムでででで

注注注注意意意意ししししなななないいいいとととといいいいけけけけなななないいいいここここととととはははは？？？？

ここここれれれれままままでででで説説説説明明明明ししししててててききききままままししししたたたた内内内内容容容容とととと以以以以下下下下のののの内内内内容容容容をををを合合合合わわわわせせせせてててて確確確確認認認認ししししてててて下下下下ささささいいいい。。。。

タタタターーーーゲゲゲゲッッッットトトト    シシシシスススステテテテムムムムのののの制制制制限限限限事事事事項項項項

1. ＣＰＵ及びＲＯＭ、ＲＡＭ周辺が、ハード的に完全に動作している。

2. ＲＯＭに８～１６Ｋバイト、ＲＡＭに４Ｋバイトの空き容量がある。

3. ＲＥＳＥＴ信号とＮＭＩ信号を接続できる方が望ましい。

4. ＲＯＭソケットもしくはＭＤＸ７００専用コネクタが実装されている。

5. ＲＯＭがバンク化されていない。
 (ＲＯＭとＲＯＭ以外の資源が、同一アドレス空間を切替えて使用しない)

6. ＲＯＭがキャッシュされていない、又は ROM がページアクセスされない。

7. ＲＯＭをバイトでアクセスできる。
 (CPU が ROM をバイトアクセスした場合、ROM の指定番地のみアクセスをする)

8. ＲＯＭのアドレス信号が変化するとき、ＣＳまたはＯＥが非アクティブ
 になる。

9. ＲＯＭのＣＳまたはＯＥが上位アドレスをデコードした信号である。

10. ＲＯＭが複数個実装されている場合、すべてのＲＯＭのアドレス信号が
 同一信号である。

11. ＲＡＭ上でプログラムが実行できる。

12. 68000 ＲＯＭまたはＲＡＭがファンクション コード信号(FC0～FC2)で

 分割されていない。

13. PowerPC ＣＰＵはビッグ エンディアンのみで動作する。

項項項項目目目目 8. 9.8. 9.8. 9.8. 9.ににににつつつついいいいててててももももうううう少少少少しししし    詳詳詳詳ししししくくくく教教教教ええええてててて下下下下ささささいいいい。。。。

ははははいいいい。。。。次次次次ペペペペーーーージジジジのののの図図図図をををを参参参参照照照照下下下下ささささいいいい。。。。

また、内容についてご質問がありましたらサポートグループか担当営業へ
お問合わせ下さい。
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ＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００がががが動動動動作作作作すすすするるるるタタタターーーーゲゲゲゲッッッットトトト    シシシシスススステテテテムムムム

ＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００がががが条条条条件件件件付付付付ききききでででで動動動動作作作作すすすするるるるタタタターーーーゲゲゲゲッッッットトトト    シシシシスススステテテテムムムム

l ＲＯＭ読み込みデータ バス幅が１６ｂｉｔの場合、８ｂｉｔＲＯＭなら
 ２個、１６ｂｉｔＲＯＭなら１個までしか使用できません。

l ＲＯＭ読み込みデータ バス幅が８ｂｉｔの場合、ＲＯＭを１個しか使用
 できません。

ＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００がががが動動動動作作作作ししししなななないいいいタタタターーーーゲゲゲゲッッッットトトト    シシシシスススステテテテムムムム

ア ド レ ス
ストローブ

ア ド レ ス
ストローブ

チップ セレクト
アドレス

チップ セレクト
アドレス

アドレス

ア ド レ ス
デコーダ

ア ド レ ス
デコーダ

__
RD

__
OE

__
CE

ROM

__
CE

__
CE

__
OE

__
OE

ROM

ROM

A     Y

ENA

A     Y

ENA
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注注注注意意意意事事事事項項項項

全対応ＣＰＵ共通

1. モニタ プログラムが使用するよう設定されたメモリ領域に、ユーザ
 プログラムをダウンロードすると、デバッガが使用できなくなります。

2. NMI 信号をターゲット システムへ接続していない場合は、デバッガの
 操作で、ユーザ プログラムを強制ブレークさせないで下さい。

MIPS

1. ユーザプログラムは、カーネルモードで TLB を使用しないメモリ空間を
 使用して下さい。(0x80000000～0xBFFFFFFF)

2. ユーザプログラムは、Ｒ２７レジスタを使用できません。
 Ｒ２７レジスタはモニタ プログラムが使用しています。

3. ユーザプログラム実行中に、ステータスレジスタのＢＥＶビットを
 変更しないで下さい。(通常１)

4. 例外ハンドラ内では、ステータスレジスタＥＸＬをクリアした以降の
 命令上にしか、ブレークポイントを設定できません。
 (多重割り込みを許可する)

5. またEPC/ErrorEPCのレジスタをスタックに退避した以降の命令上にしか、
 ブレークポイントを設定できません。

V800

1. 次の命令はステップ実行できません。
  HALT、LDSR、RETI、TRAP

2. 例外ハンドラ内では、EIPC/EIPSW/FEPC/FEPSW のレジスタをスタックに
 退避した以降の命令上にしか、ブレークポイントを設定できません。

V830

1. 次の命令はステップ実行できません。
  BRKRET、 STBY

2. 例外ハンドラ内では、EIPC/EIPSW/FEPC/FEPSW のレジスタをスタックに
 退避した以降の命令上にしか、ブレークポイントを設定できません。

SH-3

1. TRAPA 命令上にブレークポイントを設定できません。ブレークポイント
で止まることはできますがそこから継続して実行することができません。

 継続実行する場合には、TRAPA 命令上のブレークポイントを解除する
 必要があります。

2. 例外ハンドラ内では、SPC/SSR のレジスタをスタックに退避した以降の
 命令上にしか、ブレークポイントを設定できません。

SH 68000 

1. VBR レジスタを、コンフィグレーション ファイル中で初期化して下さい。
 ユーザプログラム実行中に VBR レジスタの値が変更されると、
 デバッガが使用できなくなります。

PowerPC

1. 例外ハンドラ内では、SRR0/SRR1 のレジスタをスタックに退避した以降の
 命令上にしか、ブレークポイントを設定できません。
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３３３３. . . . ＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００をををを
                            使使使使用用用用ししししててててみみみみるるるる！！！！

   ではＭＤＸ７００を実際の手順に添って動作させて
   みましょう。
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３３３３----１１１１....製製製製品品品品構構構構成成成成

ＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００購購購購入入入入時時時時ににににはははは何何何何がががが含含含含ままままれれれれてててていいいいるるるるのののの？？？？

ででででははははＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００のののの標標標標準準準準構構構構成成成成をををを紹紹紹紹介介介介ししししまままますすすす。。。。

ユーザ登録カード

    保証書

Parallel

Ethernet

Parallel

MDX700

   Debugger
  Release Notes

IPADDR

Debugger

  Manual

ＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００本本本本体体体体

電電電電源源源源ケケケケーーーーブブブブルルルル

UserUserUserUser’’’’s Manuals Manuals Manuals Manual

保保保保証証証証書書書書

ユユユユーーーーザザザザ登登登登録録録録カカカカーーーードドドド

I/I/I/I/FFFF ボボボボーーーードドドド

I/I/I/I/FFFF ケケケケーーーーブブブブルルルル

ROROROROMMMM ププププロロロローーーーブブブブ、、、、ソソソソケケケケッッッットトトト

外外外外部部部部    トトトトリリリリガガガガ    ケケケケーーーーブブブブルルルル

デデデデババババッッッッガガガガ    (3.5(3.5(3.5(3.5””””    or CD-ROM)or CD-ROM)or CD-ROM)or CD-ROM)

IIIIPPPP アアアアドドドドレレレレスススス設設設設定定定定用用用用 FD (3.5FD (3.5FD (3.5FD (3.5””””))))

OrOrOrOr

リリリリリリリリーーーーススススノノノノーーーートトトト
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３３３３----３３３３.I/.I/.I/.I/FFFF ボボボボーーーードドドドのののの設設設設定定定定    Parallel

ＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００のののの I/I/I/I/FFFF ボボボボーーーードドドドっっっっててててホホホホスススストトトト    ママママシシシシンンンンののののどどどどここここへへへへ接接接接続続続続すすすするるるるのののの？？？？

PC/APC/APC/APC/ATTTT ははははＩＩＩＩＳＳＳＳＡＡＡＡススススロロロロッッッットトトト、、、、PC-9PC-9PC-9PC-98888 シシシシリリリリーーーーズズズズはははは C-BUC-BUC-BUC-BUSSSS ススススロロロロッッッットトトトへへへへ挿挿挿挿入入入入ししししまままますすすす。。。。

また I/F の通信はパラレルとなっており、以下の I/O アドレス空間を使用しています。
Windows95 の Plug & Play には対応しておりませんので、他のツール等で既に使用
されている I/O アドレスと重なる場合は I/F ボード上のスイッチでご変更下さい。

PC/AT  ISA ボード

l 0x0100～0x010F 及び 0x0110～0x011F

SW1 第一 I/O アドレスの A7-A4
(出荷時、0)

SW2 第一 I/O アドレスの A11-A8
(出荷時、1)

SW3 第二 I/O アドレスの A7-A4
(出荷時、1)

SW4 第二 I/O アドレスの A11-A8
(出荷時、1)

PC-98  C-BUS ボード

l 0x01D0～0x01DF 及び 0x02D0～0x02DF

SW01 第一 I/O アドレスの A15-A12
(出荷時、0)

SW02 第一 I/O アドレスの A11-A8
(出荷時、1)

SW03 第一 I/O アドレスの A7-A4
(出荷時、D)

SW04 第二 I/O アドレスの A15-A12
(出荷時、0)

SW05 第二 I/O アドレスの A11-A8
(出荷時、2)

SW06 第二 I/O アドレスの A7-A4
(出荷時、D)

  A7-A4 A11-A8 A7-A4 A11-A8

SW1   SW2   SW3   SW4

 A15-A12  A7-A4 A11-A8  A15-A12 A7-A4  A11-A8

SW01  SW02  SW03  SW04  SW05  SW06
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３３３３----３３３３....ＲＲＲＲＯＯＯＯＭＭＭＭププププロロロローーーーブブブブ・・・・外外外外部部部部    トトトトリリリリガガガガ    ケケケケーーーーブブブブルルルルのののの接接接接続続続続

ＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００ででででははははタタタターーーーゲゲゲゲッッッットトトト    シシシシスススステテテテムムムムととととのののの接接接接続続続続はははは
ＲＲＲＲＯＯＯＯＭＭＭＭププププロロロローーーーブブブブののののみみみみででででししししたたたたよよよよねねねね。。。。

そそそそううううでででですすすす。。。。    ああああとととと外外外外部部部部    トトトトリリリリガガガガ    ケケケケーーーーブブブブルルルルもももも接接接接続続続続ででででききききるるるるとととと便便便便利利利利でででですすすすよよよよ。。。。

ＭＤＸ７００(またはＭＤＸ００３)とターゲット システムは、ＲＯＭプローブと
ＲＯＭソケット接続します。接続手順は次のとおりです。

はじめに、すべてのＲＯＭソケットにＲＯＭプローブを装着して下さい。
ＭＤＸ７００専用コネクタを実装された方は、直接ＲＯＭプローブを装着して下さい。

つぎにＲＯＭソケットをターゲットシステムへ接続し、もう一方のＲＯＭプローブを
ＭＤＸ７００(またはＭＤＸ００３)の ADRS/P0/P1/P2/P3 コネクタへ接続します。

※ＲＯＭプローブとＭＤＸ７００との接続の詳細は User’s Manual を参照下さい。

※ 各種接続は、ＭＤＸ７００及びターゲット システムの電源が必ず ofofofofffff になって
 いることを確認した上で行って下さい。

※ ＲＯＭプローブ、ＲＯＭソケットは逆差し等しないようご注意下さい。

ターゲットシステムの ROM ソケットへ

ROM ソケット

MDX700(または MDX003)の ADRS/P0/P1/P2/P3 コネクタへ

ROM プローブ
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外外外外部部部部    トトトトリリリリガガガガ    ケケケケーーーーブブブブルルルルははははどどどどここここへへへへ接接接接続続続続すすすするるるるのののの？？？？

接接接接続続続続すすすするるるるととととななななぜぜぜぜ便便便便利利利利ななななのののの？？？？

外外外外部部部部    トトトトリリリリガガガガ    ケケケケーーーーブブブブルルルルははははＲＲＲＲＥＥＥＥＳＳＳＳＥＥＥＥＴＴＴＴ信信信信号号号号ととととＮＮＮＮＭＭＭＭＩＩＩＩ信信信信号号号号にににに接接接接続続続続ししししまままますすすす。。。。

これらを接続することにより、次のことが可能になります。

l ＲＥＳＥＴ信号の接続で、余分な手間をかけず起動できます。

※ 未接続時には、手動でターゲットシステムにＲＥＳＥＴをかける
 必要があります。

l ＮＭＩ信号の接続により、ユーザ プログラム実行中、もしくは暴走時に
 デバッガのコマンドにより強制ブレークを実行できます。

外外外外部部部部    トトトトリリリリガガガガ    ケケケケーーーーブブブブルルルルがががが接接接接続続続続ででででききききるるるる推推推推奨奨奨奨回回回回路路路路をををを教教教教ええええてててて！！！！

下下下下図図図図ののののよよよよううううなななな回回回回路路路路ででででああああれれれればばばば問問問問題題題題あああありりりりまままませせせせんんんん。。。。

ＭＤＸ７００から出力されるＲＥＳＥＴ信号とＮＭＩ信号は、負論理オープンコレ
 クタ出力（７４０６相当）です。ターゲット システムのリセット生成回路やＮＭＩ
 生成回路上でプルアップ抵抗が付加されており、グランドにショートしても損傷
 しない個所へ接続して下さい。下図の    位置がこれに相当する回路の例になります。

※ PowerPC でＮＭＩ信号を接続する場合、後述のコンフィグレーションファイル

 中の ABORTVECTORを必ず設定して下さい。

RESET IC

_____
RESET
   ___
or NMI

_____
RESET

_____
RESET
   ___
or NMI
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３３３３----４４４４....ココココンンンンフフフフィィィィググググレレレレーーーーシシシショョョョンンンン    フフフファァァァイイイイルルルル

I/I/I/I/FFFF ボボボボーーーードドドドのののの設設設設定定定定ををををししししててててホホホホスススストトトト    ママママシシシシンンンンへへへへ組組組組込込込込んんんんだだだだしししし
タタタターーーーゲゲゲゲッッッットトトト    シシシシスススステテテテムムムムへへへへもももも ROROROROMMMM ププププロロロローーーーブブブブをををを接接接接続続続続ししししたたたたしししし
ここここれれれれででででＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００をををを使使使使ええええるるるるねねねね。。。。

ももももうううう１１１１つつつつ設設設設定定定定ををををすすすするるるる必必必必要要要要ががががあああありりりりまままますすすす。。。。

１-２.項でＭＤＸ７００が機能するためにモニタプログラムがあり、ターゲット
システムへ常駐すると説明しました。

このモニタ プログラムを常駐させる位置や CPU の種類などターゲット システムの
環境を設定するファイルがコンフィグレーション ファイルです。

ふふふふ～～～～んんんん。。。。そそそそれれれれははははどどどどんんんんなななな風風風風にににに作作作作成成成成すすすするるるるのののの？？？？

デデデデババババッッッッガガガガとととと共共共共ににににＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ．．．．ＣＣＣＣＦＦＦＦＧＧＧＧとととといいいいううううフフフファァァァイイイイルルルルがががが添添添添付付付付さささされれれれてててていいいいまままますすすす。。。。

このファイルを変更するか参考にして、ターゲットシステムに合わせたファイルを
作成して下さい。
 この時にターゲットシステム毎にファイル名を変更されると便利です。

 ※使用するコンフィグレーション ファイルは環境変数 MDX_CFG= ｆｉｌｅｎａｍｅ で
 指定できます。（デフォルトはＭＤＸ．ＣＦＧです。）

ココココンンンンフフフフィィィィググググレレレレーーーーシシシショョョョンンンン    フフフファァァァイイイイルルルルのののの例例例例

*
*  MDX700 configuration for DVE-V830/20 (DENSAN V830 VME board)
*
MONITOR         mdxv800.abs     ; monitor program
CPU             V830            ; CPU type
PORT            0x0100          ; Host interface I/O address
BUS             32              ; bus width
ROM             0x7FFC0000      ; ROM start address
ROM_IMAGE       0xFFFC0000      ; ROM image start address
ROMSIZE         0x00040000      ; ROM size
WORKROM         0x7FFFD000      ; work ROM start address
WORKROMSIZE     0x00002000      ; work ROM size
WORKRAM         0x00010000      ; work RAM start address
WORKRAMSIZE     0x00001000      ; work RAM size
RESETVECTOR     0x7FFFFFF0      ; RESET vector addres(ffffffff = not used)
TIMER           200000          ; RESET & communication port timeout
*
*  Register Initialize
*
REG_R3          0x00008000      ; stack pointer
REG_PC          0x00002000      ; program counter
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ここここののののココココンンンンフフフフィィィィググググレレレレーーーーシシシショョョョンンンン    フフフファァァァイイイイルルルルのののの設設設設定定定定はははは正正正正確確確確にににに行行行行っっっってててて下下下下ささささいいいい。。。。

ここで誤りがありますと、ＭＤＸ７００を起動することができなくなります。
また新規に作成される場合はコメント行以外の行を省略したり、項目名を変更したり
しないで下さい。

※ 確実にコンフィグレーションファイルを作成する為に次の情報を確認して下さい。

l l l l ＩＩＩＩ／／／／ＦＦＦＦボボボボーーーードドドドののののＩＩＩＩ／／／／ＯＯＯＯアアアアドドドドレレレレスススス    Parallel

l l l l ＣＣＣＣＰＰＰＰＵＵＵＵ名名名名

l l l l ＲＲＲＲＯＯＯＯＭＭＭＭ読読読読みみみみ込込込込みみみみデデデデーーーータタタタ    ババババスススス幅幅幅幅

l l l l ＲＲＲＲＯＯＯＯＭＭＭＭのののの先先先先頭頭頭頭アアアアドドドドレレレレススススとととと容容容容量量量量    ((((ＲＲＲＲＯＯＯＯＭＭＭＭププププロロロローーーーブブブブがががが接接接接続続続続さささされれれれたたたたＲＲＲＲＯＯＯＯＭＭＭＭ領領領領域域域域))))

l l l l モモモモニニニニタタタタ    ププププロロロロググググララララムムムムにににに開開開開放放放放ででででききききるるるるＲＲＲＲＯＯＯＯＭＭＭＭ領領領領域域域域

l モモモモニニニニタタタタ    ププププロロロロググググララララムムムムにににに開開開開放放放放ででででききききるるるるＲＲＲＲＡＡＡＡＭＭＭＭ領領領領域域域域

ここここのののの設設設設定定定定がががが誤誤誤誤っっっってててていいいいるるるるたたたためめめめにににに動動動動作作作作ししししなななないいいいとととといいいいっっっったたたたケケケケーーーーススススがががが多多多多々々々々あああありりりりまままますすすす。。。。
特特特特ににににＲＲＲＲＯＯＯＯＭＭＭＭのののの容容容容量量量量ややややモモモモニニニニタタタタププププロロロロググググララララムムムムにににに開開開開放放放放すすすするるるる領領領領域域域域ななななどどどどごごごご注注注注意意意意下下下下ささささいいいい。。。。

※ コンフィグレーションファイルの詳細は、User’s Manual 参照下さい。

そそそそうううういいいいええええばばばば、、、、タタタターーーーゲゲゲゲッッッットトトト    シシシシスススステテテテムムムムのののの初初初初期期期期化化化化ココココーーーードドドドをををを
ココココンンンンフフフフィィィィググググレレレレーーーーシシシショョョョンンンン    フフフファァァァイイイイルルルルにににに追追追追加加加加ででででききききるるるるんんんんででででししししたたたたよよよよねねねね？？？？

ははははいいいい。。。。たたたただだだだしししし 11116666 進進進進数数数数のののの機機機機械械械械語語語語ででででししししかかかか記記記記述述述述ででででききききまままませせせせんんんんののののででででごごごご注注注注意意意意下下下下ささささいいいい。。。。

ただモニタプログラムのバージョンが更新された時に、再度モニタプログラムを変更
するといったことが、この方法だと必要ありません。

コンフィグレーションファイルに機械語を記述する場合は、次のように INIT_CODE と

 いう項目を使用します。ひとつの機械語のサイズは、ＣＰＵの命令の最小サイズです。

 ＣＰＵのエンディアンに関係なく上位ビットから記述して下さい。

※ コンフィグレーションファイルに記述した初期化コードは、モニタプログラムの
 ソースに記述した初期化コードより優先されます。

追追追追加加加加のののの例例例例    ((((以以以以下下下下ををををココココンンンンフフフフィィィィググググレレレレーーーーシシシショョョョンンンンフフフファァァァイイイイルルルルのののの最最最最後後後後尾尾尾尾にににに追追追追加加加加ししししまままますすすす。。。。))))

*
*  USER_INIT code
*
INIT_CODE       0xfc00          ; out.w   r0, 0x007C[r0]
INIT_CODE       0x007c
INIT_CODE 0x181f          ; jmp     [lp]                 # return
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３３３３----５５５５....電電電電源源源源投投投投入入入入

ささささぁぁぁぁココココンンンンフフフフィィィィググググレレレレーーーーシシシショョョョンンンン    フフフファァァァイイイイルルルルのののの設設設設定定定定ももももででででききききたたたたしししし

ももももうううう大大大大丈丈丈丈夫夫夫夫だだだだよよよよねねねね？？？？

設設設設定定定定がががが間間間間違違違違っっっってててていいいいななななけけけけれれれればばばばここここれれれれででででＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００をををを使使使使用用用用すすすするるるる準準準準備備備備はははは完完完完了了了了
ししししままままししししたたたた。。。。

では電源を投入しましょう。機器の電源投入は、次の手順で行なって下さい。

1. ホスト マシン

2. ＭＤＸ７００

3. ターゲット システム

機器の電源切断は、次の手順で行なって下さい。

1. ターゲット システム

2. ＭＤＸ７００

3. ホスト マシン

※ 電源投入および切断の手順を間違えると、機器が破壊される場合があります。

※ 電源投入時には、機器の接続および着脱をしないで下さい。

電電電電源源源源はははは投投投投入入入入ででででききききたたたたけけけけどどどど、、、、どどどどううううすすすすれれれればばばばＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００でででで

タタタターーーーゲゲゲゲッッッットトトト    シシシシスススステテテテムムムムのののの情情情情報報報報をををを見見見見らららられれれれるるるるのののの？？？？

そそそそれれれれでででではははは、、、、ＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００でででで対対対対応応応応ししししてててていいいいるるるるデデデデババババッッッッガガガガににににつつつついいいいてててて説説説説明明明明ししししままままししししょょょょうううう。。。。
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３３３３----６６６６....対対対対応応応応デデデデババババッッッッガガガガととととそそそそのののの使使使使用用用用方方方方法法法法

ＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００はははは、、、、2222 種種種種類類類類ののののデデデデババババッッッッガガガガにににに対対対対応応応応ししししてててていいいいまままますすすす。。。。

１つはＣ/Ｃ++、アセンブラ ソースレベルデバッグを行う為の高級言語デバッガです。
現在ＭＤＸ７００は、ＭＵＬＴＩ･ＳｉｎｇｌｅＳｔｅｐ･ＸＲＡＹといった高級言語
 デバッガに対応しています。

これらのツールと併用することで、C++/C のソースレベルデバッグを可能にします。
具体的には、ソースライン上へのブレークポイントの設定、ソース内変数の参照と
 変更、ソースライン毎のステップ実行といった機能を実現できます。

※高級言語デバッガの詳細は、それぞれのカタログやマニュアルを参照下さい。

もう１つは簡易デバッグに用いるＭＤＸＤＥＢです。

これはＭＤＸ７００の立ち上げやターゲットシステム上のメモリのチェック、
 ダウンローダとした使い方など初期段階や最終工程での使用に適しています。

また、各 高級言語デバッガが持つ特徴をそのままにＭＤＸウィンドウにより
 ＭＤＸＤＥＢのコマンドも使用することもできます。

へへへへぇぇぇぇ～～～～。。。。    ＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸＤＤＤＤＥＥＥＥＢＢＢＢのののの使使使使いいいい方方方方をををを教教教教ええええてててて！！！！

ＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸＤＤＤＤＥＥＥＥＢＢＢＢのののの使使使使用用用用方方方方法法法法ににににつつつついいいいてててて説説説説明明明明ししししまままますすすす。。。。

ＭＤＸＤＥＢは MS-DOS 版と Windows 95／3.1 版があります。

MS-DOS 版

ＭＤＸＤＥＢ．ＥＸＥを実行します。

Windows 95／3.1 版

ＭＤＸＤＥＢＷ．ＥＸＥを実行します。

あとはコマンドを入力するだけのシンプルなデバッガです。

ＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸＤＤＤＤＥＥＥＥＢＢＢＢででででででででききききるるるるここここととととはははは？？？？

次次次次ペペペペーーーージジジジＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸＤＤＤＤＥＥＥＥＢＢＢＢののののココココママママンンンンドドドド一一一一覧覧覧覧ををををごごごご覧覧覧覧下下下下ささささいいいい。。。。
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ＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸＤＤＤＤＥＥＥＥＢＢＢＢでででではははは以以以以下下下下ののののココココママママンンンンドドドドををををササササポポポポーーーートトトトししししてててていいいいまままますすすす。。。。

各コマンドのシンタックスや詳細は User’s Manual を参照下さい。

ラインアセンブル (Ａ)：メモリの内容をアセンブルコードで変更(MIPS 系のみ)

ブレークポイント (Ｂ)：ブレークポイントを表示、設定（最大６４個）

ＣＦＧの内容確認 (Ｃ)：コンフィグレーション ファイルの内容を表示

メモリダンプ  (Ｄ)：メモリの内容をバイト/ワード/ロングで表示

メモリの変更  (Ｅ)：メモリの内容をアドレス単位で変更

 (Ｆ)：指定範囲内のメモリの内容を指定データで変更

プログラムの実行 (Ｇ)：現在のＰＣもしくは指定したアドレスからプログラムを
 実行

ヘルプの表示  (Ｈ)：ヘルプメッセージを表示

ＭＤＸの初期化 （Ｉ）：モニタプログラムを再ロードし、ＭＤＸ７００再初期化

ＭＤＸメモリテスト(Ｋ)：ＭＤＸ７００のエミュレーションメモリをテスト

ダウンロード   (Ｌ)：ＭＤＸバイナリファイル、Ｓレコード、インテルＨＥＸ、
        ＣＯＦＦファイルをメモリへダウンロード

        高速ダウンロードにはＭＤＸバイナリファイルを使用

メモリ内容の転送  (Ｍ)：指定範囲内のメモリ内容を指定アドレス以降に転送

Ｉ／Ｏのアクセス  (Ｐ)：Ｉ／Ｏポートの内容を表示/変更

ＭＤＸＤＥＢの終了(Ｑ)：ＭＤＸＤＥＢを終了

レジスタのアクセス(Ｒ)：レジスタの内容を表示/変更

ＦＰＵﾚｼﾞｽﾀの内容も表示可能。

ステップ実行   (Ｓ)：プログラムを１ラインづつ実行

(ＭＵＬＴＩ制御)  (Ｔ)： MULTI デバッガを使用時、restart 時の再ロードを制御

オフにすることで再実行が速くなります。

バージョン表示   (Ｖ)：モニタプログラムなどのバージョンを表示

高高高高速速速速ダダダダウウウウンンンンロロロローーーードドドドにににに使使使使用用用用すすすするるるる

MDMDMDMDXXXX ババババイイイイナナナナリリリリフフフファァァァイイイイルルルルっっっってててて何何何何？？？？

ここここれれれれははははＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸＣＣＣＣＶＶＶＶＴＴＴＴ....ＥＥＥＥＸＸＸＸＥＥＥＥをををを利利利利用用用用ししししてててて SSSS レレレレココココーーーードドドド、、、、IEEE69IEEE69IEEE69IEEE695555 フフフファァァァイイイイルルルルかかかからららら
作作作作成成成成すすすするるるるＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００高高高高速速速速ダダダダウウウウンンンンロロロローーーードドドド専専専専用用用用ののののババババイイイイナナナナリリリリフフフファァァァイイイイルルルルでででですすすす。。。。

ＲＯＭ領域内にありＷＯＲＫＲＯＭで指定した領域と重複しないオブジェクトを
変換します。

ＭＤＸＣＶＴでもコンフィグレーション ファイル内の項目を参照しています。
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３３３３----７７７７....ＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００のののの起起起起動動動動

ささささああああ、、、、そそそそれれれれででででははははＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００をををを使使使使用用用用ししししててててみみみみままままししししょょょょうううう。。。。

まず３-５.項の手順にそって電源を投入して下さい。
そしてまずはＭＤＸＤＥＢを使用して設定等に誤りがなく正常に起動できるか
どうか確認してみましょう。

> MDXDEB> MDXDEB> MDXDEB> MDXDEB
MDXDEB - MDX700 Debugger version 3.45 (V830)MDXDEB - MDX700 Debugger version 3.45 (V830)MDXDEB - MDX700 Debugger version 3.45 (V830)MDXDEB - MDX700 Debugger version 3.45 (V830)
MDXERR: communication port MDXERR: communication port MDXERR: communication port MDXERR: communication port timeout:timeout:timeout:timeout:
Initialize error - run monitor program, then typInitialize error - run monitor program, then typInitialize error - run monitor program, then typInitialize error - run monitor program, then typeeee ＩＩＩＩ command.command.command.command.
>>>>

ああああっっっっ。。。。エエエエララララーーーー    メメメメッッッッセセセセーーーージジジジがががが出出出出たたたた！！！！

デデデデババババッッッッガガガガととととＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００がががが正正正正常常常常にににに通通通通信信信信ででででききききてててていいいいなななないいいいよよよよううううでででですすすすねねねね。。。。

外部トリガ ケーブルの RESET 信号はターゲット システムと接続されていますか。
接続されていなければ、ここでターゲット システムを手動でリセットした後に
Ｉ コマンドを入力して下さい。

もし 推奨のＲＥＳＥＴ信号を接続しているにもかかわらずこのエラーメッセージが
出るようでしたら３-8.項のエラー メッセージとトラブルシューティングを参照
 下さい。

じじじじゃゃゃゃ、、、、タタタターーーーゲゲゲゲッッッットトトト    シシシシスススステテテテムムムムのののの RESERESERESERESETTTT ススススイイイイッッッッチチチチをををを押押押押ししししててててっっっっとととと

> > > > ＩＩＩＩ
MDXDEB - MDX700 Debugger version 3.45 (V830)MDXDEB - MDX700 Debugger version 3.45 (V830)MDXDEB - MDX700 Debugger version 3.45 (V830)MDXDEB - MDX700 Debugger version 3.45 (V830)
>>>>

ううううんんんん。。。。今今今今度度度度ははははエエエエララララーーーーななななくくくく起起起起動動動動ででででききききたたたたよよよよ。。。。

そそそそううううししししままままししししたたたたらららら、、、、ＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸＤＤＤＤＥＥＥＥＢＢＢＢののののココココママママンンンンドドドドをををを使使使使用用用用ししししててててみみみみままままししししょょょょうううう。。。。

ＲＯＭやＲＡＭの内容を参照してみたり、変更してみたりしてターゲットシステム
との通信が正常に行えることを確認して下さい。

問題がなければ、高級言語デバッガを起動してアプリケーションのデバッグを
 進めます。

※ 高級言語デバッガの取扱いについては、それぞれのマニュアルをご参照下さい。
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３３３３----８８８８....エエエエララララーーーー    メメメメッッッッセセセセーーーージジジジととととトトトトララララブブブブルルルルシシシシュュュューーーーテテテティィィィンンンンググググ

使使使使用用用用中中中中にににに発発発発生生生生すすすするるるる可可可可能能能能性性性性のののの高高高高いいいいエエエエララララーーーー    メメメメッッッッセセセセーーーージジジジににににつつつついいいいてててて教教教教ええええてててて？？？？

わわわわかかかかりりりりままままししししたたたた。。。。過過過過去去去去ののののササササポポポポーーーートトトトでででで問問問問合合合合わわわわせせせせのののの多多多多かかかかっっっったたたたももももののののをををを紹紹紹紹介介介介ししししまままますすすす。。。。

その他のエラー メッセージについては、MDX700 User’s Manual を参照下さい。

MDXERR: bad communication portMDXERR: bad communication portMDXERR: bad communication portMDXERR: bad communication port

Ｉ/Ｆボードにアクセスできません。
ＭＤＸ７００の電源が投入されているか、確認して下さい。また、Ｉ/Ｆボードの
スイッチの設定とコンフィグレーション ファイルの PORT の値が一致しているか、
 確認して下さい。

MDXERR: bad configuration file: MDXERR: bad configuration file: MDXERR: bad configuration file: MDXERR: bad configuration file: xxxxxxxxxxxxxxxx

コンフィグレーション ファイルの内容が間違っています。
設定内容が正しいか確認して下さい。また(boundary)が表示された場合、通信ポート
の先頭アドレスが要求バウンダリ上になるように、WORKROMと WORKROMSIZEを
設定して下さい。  詳しくは、User’s Manual 付録 I を参照下さい。

MDXERR: bad monitor file:MDXERR: bad monitor file:MDXERR: bad monitor file:MDXERR: bad monitor file:

モニタ プログラムの内容が正しく読み込めません。
モニタ プログラムが、Sレコード ファイルになっているか、確認して下さい。

MDXERR: communication port MDXERR: communication port MDXERR: communication port MDXERR: communication port timeout:timeout:timeout:timeout:

デバッガとモニタ プログラムとの通信が行なえません。
ＭＤＸ７００とターゲット システムの接続が正しいか、確認して下さい。

MDXERR: communication port MDXERR: communication port MDXERR: communication port MDXERR: communication port timeout: (but monitor was started)timeout: (but monitor was started)timeout: (but monitor was started)timeout: (but monitor was started)

デバッガとモニタ プログラムとの通信が行なえません。
しかし、モニタ プログラムの起動には成功していました。WORKRAMのアドレスに
ＲＡＭが存在するか、確認して下さい。また、モニタ プログラムを変更された場合、
変更したコードが正しいか、確認して下さい。

ササササポポポポーーーートトトトへへへへのののの問問問問合合合合わわわわせせせせのののの内内内内、、、、ココココンンンンフフフフィィィィググググレレレレーーーーシシシショョョョンンンンフフフファァァァイイイイルルルルのののの設設設設定定定定ミミミミススススがががが、、、、

ほほほほととととんんんんどどどどでででで、、、、次次次次いいいいでででで    モモモモニニニニタタタタププププロロロロググググララララムムムムのののの修修修修正正正正ミミミミススススととととななななっっっってててていいいいまままますすすす。。。。



34

ももももししししエエエエララララーーーー    メメメメッッッッセセセセーーーージジジジがががが出出出出たたたたららららどどどどううううややややっっっってててて確確確確認認認認すすすすれれれればばばばいいいいいいいいのののの？？？？

問問問問合合合合わわわわせせせせのののの多多多多いいいいエエエエララララーーーーメメメメッッッッセセセセーーーージジジジににににつつつついいいいてててて対対対対処処処処方方方方法法法法をををを説説説説明明明明ししししまままますすすす。。。。

MDXERR: communication port MDXERR: communication port MDXERR: communication port MDXERR: communication port timeouttimeouttimeouttimeout: : : : デバッガとモニタ プログラム間の通信が
行なえないことをあらわすエラー メッセージであると説明しました。
使用されている過程で最も出現する可能性が高いエラーです。
このエラーが表示された場合は、まず、次の項目を確認して下さい。

l ＭＤＸ７００とターゲット システムの電源が投入されているか

l ＭＤＸ７００とターゲット システムの接続が正しいか、ＲＯＭプローブ
 を逆差ししていないか

l コンフィグレーション ファイルの設定が正しいか

もし、エラーの原因がわからない場合は、次の手順にしたがって下さい。
エラーの原因をある程度特定できます。

スススステテテテッッッッププププ 1111

1. ＲＥＳＥＴ信号を接続している場合は、それを外す

2. モニタプログラムを変更している場合は、出荷時のものに戻す

3. ＭＤＸＤＥＢを起動する(エラーは無視する)

4. ＥコマンドでＲＯＭ領域のメモリを書き換える

5. Ｄコマンドで書き換えたメモリの内容を確認する

ＲＲＲＲＯＯＯＯＭＭＭＭ領領領領域域域域のののの書書書書きききき換換換換ええええががががででででききききるるるる場場場場合合合合、、、、次次次次のののの項項項項目目目目がががが正正正正ししししくくくく設設設設定定定定さささされれれれてててていいいいまままますすすす。。。。
ＲＲＲＲＯＯＯＯＭＭＭＭ領領領領域域域域のののの書書書書きききき換換換換ええええががががででででききききなななないいいい場場場場合合合合、、、、ここここれれれれららららのののの項項項項目目目目ををををももももうううう一一一一度度度度確確確確認認認認ししししてててて下下下下ささささいいいい。。。。

l ＭＤＸ７００とホスト マシンの接続

l Ｉ/Ｆボードのスイッチの設定 Parallel

l コンフィグレーション ファイルの PORT Parallel
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スススステテテテッッッッププププ 2222

1. 手動でターゲット システムをリセットする

2. Ｖコマンドでバージョンを表示する

エエエエララララーーーーななななくくくく実実実実行行行行ででででききききるるるる場場場場合合合合はははは、、、、ささささららららにににに次次次次のののの項項項項目目目目がががが正正正正ししししくくくく設設設設定定定定さささされれれれてててていいいいまままますすすす。。。。
エエエエララララーーーーがががが表表表表示示示示さささされれれれるるるる場場場場合合合合、、、、ここここれれれれららららのののの項項項項目目目目をををを、、、、ももももうううう一一一一度度度度確確確確認認認認ししししてててて下下下下ささささいいいい。。。。

l ＭＤＸ７００とターゲット システムの接続

l コンフィグレーション ファイルの BUS

l コンフィグレーション ファイルの ROM

l コンフィグレーション ファイルの ROMSIZE

l コンフィグレーション ファイルの WORKROM

l コンフィグレーション ファイルの WORKROMSIZE

l コンフィグレーション ファイルの RESETVECTOR

スススステテテテッッッッププププ 3333

1. I コマンドで再初期化をする

エエエエララララーーーーななななくくくく実実実実行行行行ででででききききるるるる場場場場合合合合はははは、、、、ささささららららにににに次次次次のののの項項項項目目目目がががが正正正正ししししくくくく設設設設定定定定さささされれれれててててまままますすすす。。。。
エエエエララララーーーーがががが表表表表示示示示さささされれれれるるるる場場場場合合合合、、、、ここここれれれれららららのののの項項項項目目目目をををを、、、、ももももうううう一一一一度度度度確確確確認認認認ししししてててて下下下下ささささいいいい。。。。

l コンフィグレーション ファイルの WORKRAM

l コンフィグレーション ファイルの WORKRAMSIZE

l コンフィグレーション ファイルの TIMER

スススステテテテッッッッププププ 4444

1. ＲＥＳＥＴ信号を使用する場合、ターゲットシステムへ接続してから、
 もう一度ステップ１の３.から繰り返して下さい。

 エラーが起こる場合、ターゲット システムの接続先を確認して下さい。
 また、コンフィグレーション ファイルの TIMERを増やしてみて下さい。

2. モニタプログラムを変更している場合、変更後のモニタプログラムを
 指定して、もう一度ステップ１の３.から繰り返して下さい。

 エラーが起こる場合、変更した部分が間違っていないか確認して下さい。
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ＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００がががが故故故故障障障障ししししてててていいいいるるるるかかかかどどどどううううかかかか切切切切りりりり分分分分けけけけるるるる方方方方法法法法はははは？？？？

本本本本体体体体ののののエエエエミミミミュュュュレレレレーーーーシシシショョョョンンンンメメメメモモモモリリリリがががが故故故故障障障障ししししてててていいいいなななないいいいかかかか確確確確認認認認ししししまままますすすす。。。。

ＭＤＸＤＥＢが正常に起動できた後、Ｋコマンドを実行する。

ＭＤＸ７００のエミュレーションメモリに対してＲｅａｄ/Ｗｒｉｔｅチェックを
行い、問題なければ ＯＫと表示される。

もしここでエラーが出た場合は、エラーが起こったアドレス、データ、期待値を表示
しますので、その情報をもとにサポートグループまでお問合わせ下さい。

ももももしししし、、、、どどどどうううう確確確確認認認認ししししててててもももも次次次次ののののスススステテテテッッッッププププにににに進進進進めめめめななななかかかかっっっったたたたらららら？？？？

そそそそのののの場場場場合合合合はははは、、、、下下下下記記記記ののののササササポポポポーーーートトトトググググルルルルーーーーププププままままででででおおおお問問問問合合合合わわわわせせせせ下下下下ささささいいいい。。。。

この時、次の点をご連絡下さい。

l l l l ターゲット システムの情報
    ＣＰＵ、ＲＯＭの種類と個数、ＲＯＭとＲＡＭの先頭アドレスと容量
    ＭＩＰＳ、ＳＨはエンディアン など

l l l l 現在使用されているコンフィグレーション ファイルの内容

l l l l 表示されるエラー メッセージ

l l l l 操作内容(電源投入からエラーが出力されるまで)

ササササポポポポーーーートトトトググググルルルルーーーーププププ連連連連絡絡絡絡先先先先

ＴＴＴＴＥＥＥＥＬＬＬＬ    ００００３３３３－－－－３３３３３３３３９９９９２２２２－－－－３３３３３３３３３３３３１１１１        ＦＦＦＦＡＡＡＡＸＸＸＸ    ００００３３３３－－－－３３３３３３３３９９９９３３３３－－－－３３３３８８８８７７７７８８８８

E-mail  E-mail  E-mail  E-mail  ＺＺＺＺＡＡＡＡＸＸＸＸＳＳＳＳｕｕｕｕｐｐｐｐｐｐｐｐｏｏｏｏｒｒｒｒｔｔｔｔ＠＠＠＠ｌｌｌｌｉｉｉｉｇｇｇｇｈｈｈｈｔｔｔｔｗｗｗｗｅｅｅｅｌｌｌｌｌｌｌｌ．．．．ｃｃｃｃｏｏｏｏ．．．．ｊｊｊｊｐｐｐｐ

ＭＭＭＭＤＤＤＤＸＸＸＸ７７７７００００００００のののの基基基基本本本本ににににつつつついいいいてててて説説説説明明明明ししししててててままままいいいいりりりりままままししししたたたた。。。。

詳詳詳詳細細細細ににににつつつついいいいててててはははは、、、、MDX700 UserMDX700 UserMDX700 UserMDX700 User’’’’s Manuas Manuas Manuas Manuallll ををををごごごご参参参参照照照照下下下下ささささいいいい。。。。
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索索索索        引引引引

ああああ はははは

ＩＳＡボード ２４ ブレーク ポイント機能   ９

ＭＤＸＣＶＴ ３１ 不当命令   ９

ＭＤＸ７００専用コネクタ １３ Ｆｌａｓｈメモリ １３

ＭＤＸ００３ １７ ポジション インデペンデント   ７

ＭＤＸＤＥＢ ３０

ＭＤＸバイナリ ファイル ３１ まままま

エラー メッセージ ３３ モニタプログラム   ６

モニタプログラムの変更   ７

かかかか

外部トリガ ケーブル ２６ らららら

起動 ３２ 例外ベクタ   ８

強制ブレーク機能 １０ ＲＯＭＣＯＤＥ １５

高級言語デバッガ ３０ ＲＯＭプローブの接続 ２５

コンフィグレーション ファイル ２７

ささささ

サポートグループ連絡先 ３６

Ｃ-ＢＵＳボード ２５

初期化コードの追加        ７，２８

シンボルの説明   ２

ステップ実行機能 １０

製品構成 ２３

たたたた

ターゲット システムの制限事項 １８

対応ＣＰＵ １３

対応ＲＯＭ １３

注意事項 ２０

データ アクセスのタイミング １６

電源投入 ２９

動作原理   ９

トラブル シューティング ３４


